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聖霊降臨節第 14 主日               No. 35 
 

主日礼拝   

 

前奏 ｢我は知る,わが信じるものを｣ 

             （Z.ガルドニ） 

 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 

 

招詞  

「いかに楽しいことでしょう 

主に感謝をささげることは 

いと高き神よ、御名をほめ歌い 

 朝ごとに、あなたの慈しみを 

夜ごとに、あなたのまことを述べ伝えることは 

 十弦の琴に合わせ、竪琴に合わせ 

琴の調べに合わせて。」    (詩編 92：2～4) 

 

頌栄  27 「父・子・聖霊」 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

リタニ― 「いのちを感謝して」 
 

司式者：神さま、いのちって不思議です。 

みんな：神さまがいのちをくださいました。 

司式者：年をとった人、若い人、あの人にも 

    この人にも、 

みんな：神さまがいのちをくださいました。 

司式者：人間だけでなく、木も、草も、動物も、 

みんな：神さまがいのちをくださいました。 

牧 師：あなたの神、主を愛し、御声に聞き 

従いなさい。 

    そうすればあなたは生きる。 

司式者：一人ひとりのいのちの豊かさが 

みんな：神さまの愛のしるしです。 

司式者：いのちを感謝し、 

     手をたずさえて、わたしたちは進みます。 

みんな：いのちの源、神さまの愛に感謝して、 

    アーメン。 

 

祈祷 

 

献金 

 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 

  

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 

 
  

聖書 ローマの信徒への手紙 14：1～9 
                 新約(新共同訳)P293～P294 

 

 1 信仰の弱い人を受け入れなさい。その考えを

批判してはなりません。2 何を食べてもよいと

信じている人もいますが、弱い人は野菜だけを

食べているのです。3 食べる人は、食べない人

を軽蔑してはならないし、また、食べない人

は、食べる人を裁いてはなりません。神はこの

ような人をも受け入れられたからです。4 他人

の召し使いを裁くとは、いったいあなたは何者

ですか。召し使いが立つのも倒れるのも、その

主人によるのです。しかし、召し使いは立ちま

す。主は、その人を立たせることがおできにな

るからです。5 ある日を他の日よりも尊ぶ人も

いれば、すべての日を同じように考える人もい

ます。それは、各自が自分の心の確信に基づい

て決めるべきことです。6 特定の日を重んじる

人は主のために重んじる。食べる人は主のため

に食べる。神に感謝しているからです。また、

食べない人も、主のために食べない。そして、

神に感謝しているのです。7 わたしたちの中に



は、だれ一人自分のために生きる人はなく、だ

れ一人自分のために死ぬ人もいません。8 わた

したちは、生きるとすれば主のために生き、死

ぬとすれば主のために死ぬのです。従って、生

きるにしても、死ぬにしても、わたしたちは主

のものです。9 キリストが死に、そして生きた

のは、死んだ人にも生きている人にも主となら

れるためです。 

 

賛美 196「主のうちにこそ」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説教 「受け入れ合う信仰」 
 

賛美 542「主が受け入れてくださるから」 

  

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

            わたしを遣わして下さい。 

 

祝祷 

 

アーメン 

  
 

 

 

後奏 ｢主の招きにこたえ 

我ら汝の道を歩む(448 番)｣ 

               （R.H.ハーン） 

 

司 式 塩冶 みはる 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 玉理 照子 
※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

※讃美歌の最後には、基本的に「アーメン」を付けません。 

  
  
  


